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主
な
記
事

�真庭市成人式　　　　　　　Ｐ��～
�スポーツ文化施設使用料　　Ｐ��～
�市政トピックス　　　　　　Ｐ��～
�お知らせワイド版　　　　　Ｐ��～
�真庭が好きっ読者の広場　　Ｐ��～
�研鑽に栄誉　　　　　　　　Ｐ��～
�ぐるっと真庭まちの話題　　Ｐ��～

平成��年真庭市成人式。久しぶりに再会した友
だち同士で記念撮影をする新成人。会場ではこ
のような光景があちこちで見られ、新成人誰も
に笑顔が溢れていました。

晴れ着に負けない晴れ着に負けない
溢れる笑顔溢れる笑顔
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新
成
人
が
生
ま
れ
た
年
は
…

�

４
・　
　

人
気
番
組
『
開
運
！ 
な

１９

ん
で
も
鑑
定
団
』
放
送

開
始

７
・
８　

日
本
人
女
性
初
の
宇
宙

飛
行
士
向
井
千
秋
さ
ん

を
乗
せ
た
ス
ペ
ー
ス
シ

ャ
ト
ル
打
ち
上
げ

９
・
４　

関
西
国
際
空
港
開
港

９
・　
　

オ
リ
ッ
ク
ス
の
イ
チ
ロ

２０

ー
選
手
が
史
上
初
の
２

０
０
本
安
打
を
記
録

　

・
２　

広
島
市
で
ア
ジ
ア
競
技

１０

大
会
開
催

　

・　
　

大
江
健
三
郎
さ
ん
ノ
ー

１０

１３

ベ
ル
文
学
賞
受
賞

　

・
３　

プ
レ
イ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

１２

が
発
売

１
・
９　

野
茂
英
雄
投
手
が
大
リ

ー
グ
挑
戦
を
表
明

１
・　
　

午
前
５
時　

分
、阪
神
・

１７

４６

淡
路
大
震
災
が
発
生

３
・　
　

オ
ウ
ム
真
理
教
に
よ
っ

２０

て
地
下
鉄
サ
リ
ン
事
件

発
生

真庭市新成人数
（Ｈ�����～Ｈ�����生まれ）

該当者 ���人
（男���人、女���人）

出席者 ���人
（男���人、女���人）

　

平
成　

年
真
庭
市
成
人
式
が
�
月　

日
、
勝
山
文
化
セ
ン
タ
ー
で
開

��

��

催
さ
れ
、
�
�
�
人
の
新
成
人
が
出
席
。
盛
大
に
新
成
人
を
祝
い
ま
し

た
。
式
典
は
、
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
倶
楽
部
く
せ
の
ダ
ン

ス
グ
ル
ー
プ
・
Ｓ
Ｋ
ダ
ン
ス
ク
ル
ー
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で
開
幕
。
太

田
市
長
や
長
尾
市
議
会
議
長
ら
が
新
成
人
に
激
励
の
言
葉
を
贈
り
、
新

成
人
代
表
の
矢
萩
帆
乃
夏
さ
ん
（
下
方
）
は
「
社
会
人
と
し
て
の
自
覚

を
持
ち
、
新
た
な
可
能
性
を
信
じ
、
真
庭
に
貢
献
で
き
る
よ
う
努
力
し

た
い
」
と
謝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

成人者代表でお礼のことばを述べた矢萩帆乃夏さん

受け付け付近は、旧友との再会に喜び合う新成人で溢れました

Ｓ Ｋダンスクルーのアトラクションで開幕 成人式看板前で記念撮影
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式
典
終
了
後
、
各
地
区
の
新
成

人
で
組
織
し
た
成
人
式
実
行
委
員

会
が
�
月
か
ら
準
備
を
進
め
て
き

た
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
を
開
催
。
お

笑
い
芸
人
・
オ
ジ
ン
オ
ズ
ボ
ー
ン

の
バ
ラ
エ
テ
ィ
ー
シ
ョ
ー
や
豪
華

景
品
が
当
た
る
抽
選
会
な
ど
が
行

わ
れ
、
新
成
人
は
楽
し
い
ひ
と
と

き
を
過
ご
し
ま
し
た
。
ア
ト
ラ
ク

シ
ョ
ン
終
了
後
、
各
地
区
に
分
か

れ
、
記
念
撮
影
を
行
い
ま
し
た
。

旧
友
と
再
会
し
、
近
況
報
告
や
記

念
写
真
を
撮
る
な
ど
、
笑
顔
溢
れ

る
一
日
と
な
り
ま
し
た
。

��������	�
　私たちのために盛大な成人式を開催し

ていただき、誠にありがとうございました。

太田市長をはじめ、大勢の方から激励の言

葉を頂き、新成人一同感激しています。両

親や友人、多くの皆さまのおかげで私た

ちは無事に成人することができました。

　私たちは二十歳を迎え、責任ある社会

人としてより一層成長しなければなりま

せん。皆さんに迷惑をかけることもある

かもしれませんが、これからもご指導・ご鞭

撻いただきますようお願いいたします。

　また久しぶりに再会した友人たちは、

社会人や学生とさまざまですが、自分で

選んだ道をしっかりと歩み成長していま

した。私自身も友人たちに負けることな

く、多くのことを学び責任ある社会人と

して成長していきたいと思います。

勝山小学校卒業生。タイムカプセルを前に

�月から準備を進めてきた成人式実行委員会のメンバー

抽選会1等当選おめでとうございます

格好いいポーズをお願いしました

成人式実行委員会が企画したアトラクション。お笑い芸人・オジンオズボーンのバラエティーショー

成人式実行委員長

 山  本   翔  太 さん（開田）
やま もと しょう た



Maniwa ��

▼
利
用
実
績
を
分
析
し
方
針
を
改
定

　

真
庭
市
で
は
、
平
成　

年
�
月
に
使
用

��

料
・
手
数
料
見
直
し
の
基
本
方
針
を
策
定
。

公
共
サ
ー
ビ
ス
提
供
に
お
け
る
使
用
料
・

手
数
料
に
つ
い
て
、
負
担
の
公
平
性
確
保

と
受
益
者
負
担
の
原
則
に
基
づ
い
て
見
直

し
を
し
て
い
く
こ
と
と
し
ま
し
た
。
そ
の

後
、
消
費
税
率
の
引
き
上
げ
や
物
価
上
昇

な
ど
社
会
的
な
情
勢
変
化
も
あ
り
、
施
設

の
管
理
運
営
経
費
の
変
動
へ
の
対
応
も
求

め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
平

成　

年
�
月
に
基
本
方
針
を
改
訂
し
ま
し

��
た
。
同
じ
く
�
月
に
は
、
過
去
�
年
間
の

施
設
の
運
営
実
態
（
利
用
者
数
や
管
理
経

費
な
ど
）
を
表
す
「
公
共
施
設
白
書
」
を

作
成
。
市
の
施
設
の
現
状
や
課
題
を
明
ら

か
に
し
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
に
、
施
設
の

管
理
経
費
な
ど
の
デ
ー
タ
蓄
積
を
こ
れ
ま

で
続
け
て
き
ま
し
た
。

▼
統
一
的
な
考
え
方
で
見
直
し

　

公
の
施
設
を
維
持
・
管
理
す
る
た
め
の

費
用
は
、市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
の
税
金
と
、

利
用
者
が
支
払
う
使
用
料
で
賄
わ
れ
て
い

ま
す
。
こ
の
�
つ
が
適
正
な
バ
ラ
ン
ス
を

保
つ
こ
と
が
、
市
民
全
体
の
公
平
性
を
確

保
す
る
う
え
で
必
要
で
す
。
こ
れ
ま
で
は

合
併
時
に
引
き
継
い
だ
使
用
料
で
運
用
し

て
お
り
、
施
設
に
よ
っ
て
そ
の
バ
ラ
ン
ス

に
ば
ら
つ
き
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
、

統
一
的
な
考
え
方
に
よ
っ
て
使
用
料
を
再

検
証
し
、
必
要
な
施
設
に
つ
い
て
は
改
定

を
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

平
成　

年　

月
に
開
催
さ
れ
た
、
第
�
回
真

��

��

庭
市
議
会
定
例
会
で
、
ス
ポ
ー
ツ
施
設
や
文
化

施
設
な
ど
の
使
用
料
の
改
定
案
が
可
決
さ
れ
ま

し
た
。使
用
料
が
ど
う
変
わ
る
の
か
に
つ
い
て
、

経
過
や
考
え
方
な
ど
、
今
回
の
改
定
の
内
容
を

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

ど
う
し 
て
変
わ
る 
の
？

�
�
��
��
�
�
�

平
成�

年
度
か
ら
真
庭
市
の
施
設
の
使
用
料
が
変
わ
り
ま
す

��
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▼
受
益
者
負
担
で
公
平
性
を
確
保

　

ば
ら
つ
き
が
あ
る
ま
ま
使
用
料
を
維
持

し
よ
う
と
す
れ
ば
、
施
設
に
よ
っ
て
は
多

く
の
税
金
を
投
入
す
る
こ
と
に
な
り
、
利

用
し
な
い
人
に
も
負
担
を
強
い
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。
そ
れ
で
は
負
担
の
公
平
性
が

確
保
で
き
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
、
見
直
し

た
基
本
方
針
で
も
、
施
設
利
用
者
に
応
分

の
負
担
を
求
め
る
受
益
者
負
担
の
適
正
化

を
基
本
的
な
考
え
方
と
し
て
い
ま
す
。

▼
原
価
算
定
方
式
で
コ
ス
ト
を
反
映

　

コ
ス
ト
や
規
模
な
ど
を
使
用
料
に
適
切

に
反
映
さ
せ
る
た
め
に「
原
価
算
定
方
式
」

を
採
用
し
ま
し
た
。
人
件
費
や
物
件
費
の

ほ
か
、
建
物
・
設
備
・
備
品
な
ど
の
減
価

償
却
費
も
「
原
価
」
を
求
め
る
経
費
と
し

て
い
ま
す
。
把
握
で
き
る
維
持
管
理
コ
ス

ト
は
極
力
使
用
料
に
反
映
さ
せ
る
こ
と
と

し
、
こ
れ
に
よ
り
、
負
担
の
公
平
性
の
確

保
と
と
も
に
、
施
設
の
独
立
採
算
体
制
の

強
化
も
図
っ
て
い
き
ま
す
。

▼
負
担
割
合
も
明
確
化

　

施
設
ご
と
に
提
供
さ
れ
る
サ
ー
ビ
ス
は

異
な
り
ま
す
の
で
、
行
政
と
受
益
者
の
負

担
割
合
を
�
つ
に
分
類
し
、「
性
質
別
負
担

割
合
」
を
設
定
。
ま
た
、
施
設
に
よ
っ
て

設
定
で
き
る「
利
用
者
区
分
別
負
担
割
合
」

も
統
一
基
準
を
設
け
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の

「
原
価
」「
性
質
別
負
担
割
合
」「
利
用
者
区

分
別
負
担
割
合
」
に
よ
っ
て
、
施
設
ご
と

に
使
用
料
を
設
定
し
ま
し
た
。

　　　　　　　行政��％　受益者��％

民間でも提供されているサービスであるものの、一
部の市民にとっては必要不可欠なもの

（例）市営住宅など

　　　　　　　行政���％　受益者�％

日常生活を送る上で、大半の市民が必要とするサー
ビスで、行政による提供が必要であるもの　

（例）道路、公園など

　　　　　　　行政�％　受益者���％

生活や余暇を快適なものとするため、特定の市民が
利用するサービスで、民間でも提供されているもの

（例）駐車場など

　　　　　　　行政��％　受益者��％

生活や余暇を快適なものとするため、特定の市民が
利用するサービスで、民間ではあまり提供されてい
ないもの （例）文化ホール、体育館、運動場など

第�分類 第�分類

第�分類 第�分類

使用料算定のイメージ
今回の使用料改定で用いる原価算定方式のイメージは
下記の図のようにな り ます。

使用料には利用者区分を設けることができ、
設定する場合には次を基本に定めます。

■大人・子どもなどの利用区分
　幼児　　　　 …大人料金の�/�
　小学生、中学生…大人料金の�/�
　高校生　　　 …大人料金の�/�
　高齢者　　　 …大人料金の�/�

■市民・市民以外の利用区分
　市民以外の利用割増は、市民料金の�倍まで

■個人・団体（団体割引）の利用区分
　団体割引率は、個人利用料金の��％まで

※施設の性格によって異なる場合があります。

原価 性質別
負担割合

利用者区分別
負担割合

原価 ＝　　　　　　　　 × 貸出面積 × 貸出時間１㎡・１時間
当たりの単価

 人件費+物件費+減価償却費   ÷ 　　　　　 ÷ 　　　　
貸出対象
総面積

年間使用
可能時間



　

具
体
的
に
使
用
料
が
ど
う
変
わ
る
の
か
に
つ
い
て
、
ス
ポ

ー
ツ
施
設
を
例
に
挙
げ
な
が
ら
、
Ｑ
＆
Ａ
方
式
で
説
明
し

ま
す
。
個
々
の
施
設
の
使
用
料
に
つ
い
て
、
詳
し
く
は
各
施

設
も
し
く
は
担
当
課
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。（
団
体

な
ど
で
専
用
使
用
す
る
場
合
の
金
額
で
例
示
し
て
い
ま
す
）

Ｑ 
＆ 

Ａ

ど
う
な
る
の
？

ど
う
変
わ
る
？

「どの施設も高くなるの？」
全ての使用料が高くなる訳ではありません。
今回の改定によって、使用料が高くなる施設はありますが、ほ
とんどのスポーツ施設に「中学生以下」の区分を設け、�分の
�の負担としています。施設や利用の仕方によってはこれまで

より低額で使用できる場合もあります。

「どんな施設が対象なの？」
全ての施設です。
スポーツ施設や文化施設はもちろん、市が設置する
全ての施設の使用料を見直しています。ただし、見
直しの結果、使用料が変わらない施設もあります。

「いつから変わるの？」
平成��年�月�日からです。
平成��年��月議会で、使用料などの変更
を盛り込んだ条例・規則を改訂しました
が、これは平成��年�月�日からの施行
となります。「全ての施設の料金が

   同じになるということですか？」
同じにはなりません。
使用できる広さや維持管理経費は施設によって違いますので、同種の施設であっても使用料は異なり
ます。例えば、野球場で比較してみても下記のとおりとなります。なお、付帯設備で同額にしても差
し支えないものについては、統一料金として新たに設定しています。

音響設備 �,���円
���円一般

 �

���円一般
北房運動公園
野球場 ���円中学生以下

音響設備 �,���円
���円一般

���円一般
やまびこスタジアム
野球場 ���円中学生以下

音響設備 �,���円
���円一般

���円一般
湯原温泉スポーツ公園
野球場 ���円中学生以下

施設名 改訂前 改訂後

※使用料は１時間当たり

�,���円一般

 �

�,���円一般
しらうめ体育館
メインアリーナ（全面） �,���円中学生以下

�,���円一般
�,���円一般

勝山運動公園
テニスコート（�面）    ���円中学生以下

�,���円一般
�,���円一般

蒜山 ���海洋
セン ター 体育館 （全面）    ���円中学生以下

施設名 改訂前 改訂後

※使用料は１時間当たり



「指定管理者が管理運営している
   施設の使用料も変わるの？」
変わることもあります。
指定管理者制度により民間事業者が管理運営している施設
は、独自に使用料を設定することができます。したがって、
各施設の判断で使用料を変えることもあります。（ただし、
条例に定める使用料の額が上限です。詳しくは、各施設に
お問い合わせください。）

「免除や減額の
   仕組みも変わるの？」
変わります。
全ての施設で共通の対応となるよう「基準の統一」をしています。公の施設は、
市民の皆さんが利用しやすいように低い料金を設定しています。受益者負担の
原則からも全額納付が基本ですが、下表のように減免の基準を定めています。
減額率などは施設ごとの運用によりますので、ご確認ください。

�公民館（分館含む）の減免については、平成��年度中は経過措置として従来通りの運用とします。
�スポーツ・文化振興課では、スポーツ団体などを対象とした説明会を随時開催しています。
��月からスポーツ施設と文化施設（一部除く）のインターネット予約ができるようになります。
　詳しくは、スポーツ・文化振興課にお問い合わせください。（℡�-��-����）

※全額を補助金の対象減免なし

 �

全額免除スポーツ少年団

※�／ �  は補助金の対象減免なし�／ � 減額体育協会

※�／ �  は補助金の対象減免なし�／ � 減額
総合型地域
スポーツクラブ

※中学生以下の区分が設置
　されたため使用料半額

減免なし�／ � 減額
子どもが主体の
市内クラブチーム

施設名 改訂前 改訂後

団体に対する減免措置は

原則的になくなりますが、

公的な活動と認められる

ものは、補助金などによ

る支援措置を設けまし

た。スポーツ関係団体の

例 を 右の表でご覧 く だ さ い。

要件区分

施設を利用する障がい者を介助する人（介助者�人について免除）免除

身体障害者福祉法または精神保健および精神障害者福祉に関する法律による手帳の交付を受けている人

減額

「療育手帳制度について」（昭和��年�月��日発児第���号厚生事務次官通知）による療育手帳の交付を
受けている人

生活保護法により生活保護を受けている世帯

真庭ひとり親家庭等医療費受給者の属する世帯

後期高齢者医療制度の被保険者のうち低所得者Ⅰに該当する人がいる世帯

次に掲げる障がい者がいる世帯で、世帯全員が市民税(特別区民税含む)非課税の措置を受けている世帯
�身体障害者福祉法に規定する身体障害者手帳を持っている人
�所得税法または地方税法に規定する障がい者のうち、児童相談所、知的障害者更生相談所、精神保
健福祉センターまたは精神保健指定医により知的障がい者と判定された人
�精神保健および精神障害者福祉に関する法律に規定する精神障害者保健福祉手帳を持っている人
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トピックス�

自
主
防
災
組
織
研
修
会

取
り
組
み
学
び
地
域
を
守
ろ
う

取り組みを説明する武田会長

　
　

月　

日
、
真
庭
市
自
主
防
災
組
織
研

��

��

修
会
が
市
役
所
本
庁
舎
で
行
わ
れ
、
約　
��

人
が
参
加
し
ま
し
た
。
研
修
会
で
は
、
玉

野
市
の
横
田
自
治
会
自
主
防
災
会
の
武
田

一
明
会
長
ら
�
人
が
講
演
。
地
元
住
民
が

危
険
箇
所
な
ど
を
調
査
し
て
作
成
し
た
防

災
マ
ッ
プ
や
避
難
時
に
必
要
な
名
簿
作

り
、
抜
き
打
ち
で
実
施
し
た
避
難
訓
練
な

ど
の
取
り
組
み
を
紹
介
し
ま
し
た
。
参
加

者
は
、
危
険
箇
所
の
見
極
め
方
や
防
災
訓

練
の
方
法
、
避
難
者
名
簿
の
作
り
方
な
ど

に
つ
い
て
質
問
し
て
い
ま
し
た
。

市
役
所
で
そ
ば
打
ち
を
実
演

そ
ば
打
ち
初
段 
の
腕
前
披
露

　
　

月　

日
、
素
人
そ
ば
打
ち
段
位
認
定

��

��

会
で
初
段
に
西
日
本
最
年
少
で
合
格
し
た

落
合
中
学
校
�
年
生
の
中
島
海
斗
さ
ん

（
古
見
）
が
市
役
所
に
報
告
に
訪
れ
ま
し

た
。
中
島
さ
ん
は
白
の
か
っ
ぽ
う
着
に
身

を
包
み
、
市
長
、
教
育
長
の
前
で
そ
ば
打

ち
を
実
演
。
そ
ば
粉
に
少
し
ず
つ
水
を
加

え
な
が
ら
生
地
を
練
り
、麺
棒
で
伸
ば
し
、

手
際
よ
く
包
丁
で
切
り
ま
し
た
。
そ
ば
は

早
速
茹
で
ら
れ
、
ざ
る
そ
ば
に
し
て
市
長

ら
に
振
る
舞
い
、
二
人
は
「
お
い
し
い
！
」

と
太
鼓
判
を
押
し
て
い
ま
し
た
。

　
　

月　

日
、
Ｃ
Ｌ
Ｔ
普
及
推
進
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
勝
山

��

��

文
化
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
は
、木
造
の
中
高
層
建
築
を
可
能
に
す
る
新
集
成
材「
Ｃ

Ｌ
Ｔ（
直
交
集
成
板
）」の
全
国
的
な
普
及
推
進
を
図
り
、Ｃ

Ｌ
Ｔ
を
活
用
し
た
地
域
産
業
の
裾
野
を
広
げ
る
た
め
の
機

運
を
高
め
る
こ
と
を
目
的
に
開
催
。
会
場
に
は
、
北
海
道

か
ら
九
州
ま
で
約
�
�
�
人
が
詰
め
か
け
ま
し
た
。
合
わ

せ
て
、
建
設
中
の
市
営
Ｃ
Ｌ
Ｔ
春
日
住
宅
と
勝
山
共
同
住

宅
（
真
庭
木
材
事
業
協
同
組
合
が
実
施
主
体
）
の
見
学
会

も
行
わ
れ
ま
し
た
。

�����普及推進シンポジウム

真庭市から全国へ発信

手際よくそばを伸ばす中島さん

写真上：市営ＣＬＴ春日住宅の建設中の様
子を見学する参加者
写真左：勝山共同住宅では建設中のＣＬＴ
構造を見学

Ｃ ＬＴ について説明する銘建工業の中島浩一郎社長
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市政に関する動きの一部を紹介します

真庭市総合計画審議会
（大月隆行会長）が第�次
総合計画案について「適
当と認める」との答申書
と意見書を太田市長に提
出しました。市はこれを
受け最終案をまとめ、�
月の臨時議会に提案し議
決されました。

�������市民の声として実行を

蒜山タンチョウの里リニ
ューアル・タンチョウ引
渡式が、ひるぜんワイナ
リーで行われました。タ
ンチョウへのストレスを
考え運動場を拡張し、総
社市から雄のタンチョウ

「タンタン（写真奥）」を
譲り受けました。

������ようこそ ！ タンタン ！

ミック工業株式会社の真
庭産業団地への新工場建
設が決定し、同社と岡山
県、真庭市の�者による
立地協定式が市役所本庁
舎で行われました。新工
場では、空調関連製品の
製造を計画しており、�
月からの操業予定です。

������ミック工業が産業団地に新工場建設

�
������

第
�
回
ま
に
わ
食
育
・
健
康
ま
つ
り
�
�
�
�

食
と
健
康
を
考
え
ま
し
ょ
う

歯科医師会が歯をチェックし、専用シートに記録

　

�
月　

日
、
勝
山
文
化
セ
ン
タ
ー
で
食

��

と
健
康
の
大
切
さ
を
学
ん
で
も
ら
う
食
育
・

健
康
ま
つ
り
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
体
験

や
展
示
の
ほ
か
講
演
で
は
、
呼
吸
器
ク
リ

ニ
ッ
ク
の
前
田
均
先
生
が
健
康
と
睡
眠
の

い
い
関
係
に
つ
い
て
話
し
ま
し
た
。ま
た
、

岡
山
県
歯
科
医
師
会
と
真
庭
歯
科
医
師
会

で
は
「
家
族
の
絆
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
と
し

て
歯
の
記
録
を
行
い
、
災
害
時
の
身
元
確

認
に
役
立
て
る
試
み
を
県
内
で
初
め
て
実

施
。
こ
の
取
り
組
み
は
今
後
も
県
内
各
地

で
行
わ
れ
ま
す
。

こんにちは！�こんにちは！�
から�市 長 室 �

戦後����年の時も平和であるよう に
　本年は、戦後��年目に生まれた人が成人になります。
この��年間、日本は平和であり続けたため、戦争を実感
しない世代が圧倒的に多くなってきました。しかし、世
界では地域紛争やテロなど銃声が止まりません。どうか、
戦争が悪事であると学んでほしいです。個人の名で人を
あやめれば殺人、それが国家の名であれば勲章とはおか
しい。それ故に、過去の悲惨さと歴史の教訓をしっかり
学習し、���年後にも日本の平和が続き、世界が平和に
なっているようにしていかなければなりません。

ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
本
部
会
議

真
庭
か
ら
日
本
を
変
え
る

真庭市まち・ひと・しごと創生本部で説明する太田市長

　

�
月　

日
、
昨
年　

月
に
国
会
で
成
立

��

��

し
た
「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
法
」

に
関
係
す
る
市
役
所
内
の
組
織
と
し
て

「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
本
部
」
が
設

置
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
組
織
は
市
長
を
本

部
長
に
、
副
市
長
、
教
育
長
、
部
長
級
職

員
で
構
成
。
市
役
所
本
庁
舎
で
初
め
て
の

会
議
を
開
き
ま
し
た
。
会
議
で
は
�
月
を

め
ど
に
雇
用
創
出
、交
流
・
定
住
、子
育
て
・

教
育
、
都
市
づ
く
り
を
柱
に
事
業
を
盛
り

込
ん
だ
真
庭
市
版
総
合
戦
略
を
策
定
す
る

方
針
を
確
認
し
ま
し
た
。
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全国初の�����市営住宅入居者を募集します
お知らせワ イ ド
���������	����
����


※市役所の電話番号は、市内無料電話で表記しています。（市外局番 ����エリアは�、����エリアは�）

現
在
建
築
中
で
、
今
年

　

現
在
建
築
中
で
、
今
年
��
月
か
ら
入
居
を
開
始
す
る
市
営
・
Ｃ
Ｌ
Ｔ
春
日
住
宅
の

月
か
ら
入
居
を
開
始
す
る
市
営
・
Ｃ
Ｌ
Ｔ
春
日
住
宅
の

入
居
者
を
募
集
し
ま
す
。
Ｃ
Ｌ
Ｔ
（
直
交
集
成
板
）
を
使
用
し
た
市
営
住
宅
は
全
国

入
居
者
を
募
集
し
ま
す
。
Ｃ
Ｌ
Ｔ
（
直
交
集
成
板
）
を
使
用
し
た
市
営
住
宅
は
全
国

で
初
め
て
の
も
の
で
す
。
ぜ
ひ
ご
応
募
く
だ
さ
い
。
な
お
、
応
募
者
多
数
の
場
合
は

で
初
め
て
の
も
の
で
す
。
ぜ
ひ
ご
応
募
く
だ
さ
い
。
な
お
、
応
募
者
多
数
の
場
合
は

抽
選
で
入
居
者
を
決
定
し
ま
す
。

抽
選
で
入
居
者
を
決
定
し
ま
す
。

��問問

建
設
部
都
市
住
宅
課

小
林

℡（

 
　

建
設
部
都
市
住
宅
課　

小
林　

℡（
�
�
�

�
�
�
））�
�
�
�

�
�
�
�

■
住
宅
名　

Ｃ
Ｌ
Ｔ
春
日
住
宅
（
真
庭

市
月
田
�
�
�
�
番
地
�
）

■
構
造　

木
造
（
Ｃ
Ｌ
Ｔ
工
法
）、
ガ
ル

バ
リ
ウ
ム
鋼
板
葺
き
�
階
建
て

■
広
さ　

�
Ｌ
Ｄ
Ｋ
（　

㎡
）

��

■
家
賃　

�
万
�
千
円

■
共
益
費　

�
千
円

■
募
集
戸
数　

�
戸

■
応
募
資
格

○
現
在
住
宅
に
困
窮
し
て
い
る
こ
と

（
持
ち
家
が
な
い
こ
と
）

○
市
税
な
ど
の
滞
納
が
な
い
こ
と

○
入
居
前
に
市
内
在
住
の
連
帯
保
証
人

が
�
人
確
保
で
き
る
こ
と
（
連
帯
保
証

人
に
も
条
件
が
あ
り
ま
す
）

○
入
居
し
よ
う
と
す
る
者
、
ま
た
は
同

居
親
族
が
暴
力
団
員
で
な
い
こ
と

■
応
募
方
法

都
市
住
宅
課
、
ま
た
は
振
興
局
・
各
支

局
総
務
振
興
課
に
用
意
し
て
い
る
申
込

書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。（
申
込
書
は
真
庭
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
こ
と

も
で
き
ま
す
）

■
募
集
期
間　

�
月　

日
�
ま
で

��

※
土
・
日
・
祝
日
は
除
く

■
抽
選
日　

�
月
�
日
�

■
入
居
予
定
日　

�
月
�
日
�

�
�
�
春
日
住
宅
が
�
月
に
完
成

�
�
�
�
�
�
��
��
�
���������

ＣＬＴはＣｒｏｓｓ Ｌａｍｉｎａｔｅｄ Ｔｉｍｂｅｒの略称
で、板の各層の繊維方向が互いに直交する
ように接着したパネルです。海外では、特
にヨーロッパを中心に近年利用が急増し
ており、一般住宅から、中・大規模施設、�
～��階建ての集合住宅まで、さまざまな建
築物が建てられています。環境性能と高い
断熱・耐火性から、日本でも建築用材とし
て注目を集めています。

※応募のなかった市営住宅を随時募集しています。
詳しくは、都市住宅課もしくは振興局・各支局の住
宅担当窓口にお問い合わせください。

■応募期間　�月��日�  午後�時まで
■入居可能日　�月中旬予定

�問   建設部都市住宅課　℡�-��-����

����
��������	
�

建築年募集戸数間取り住宅名地区

Ｈ��年�戸���呰部第�北房

Ｈ�年�戸���水田北房

Ｈ�年�戸���立誠落合

Ｈ�年�戸���組勝山
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記念キャラクター決定　　　　　真庭市制施行��周年
お知らせワ イ ド
���������	����
����


�月�日から新名称に湯原ふれあい交流センター
お知らせワ イ ド
���������	����
����


������
　真庭市は、今年�月��日に市制施行��周年を迎えます。市内の小学生と中学生を対象に、「まにぞう」

を使った記念キャラクターの募集をしました。選考会で最優秀賞を�点選び、それを元に正式な記念キ

ャラクターを決定しました。今後、真庭市制施行��周年を記念する事業や後援するイベントなどに活用

し、機運を高めていきます。 �問   総務部総務課　西田　℡�-��-����

��������
�����

小中学校から���点の応募があり、最優秀賞�点と優
秀賞�点、入賞��点を選定しました。�月��日に開
催する真庭市施行��周年記念式典の会場に、全応募
作品を展示する予定です。 最優秀作品を元にデザイン化された記念キャラクター

誕生

��������	
�

����������
ゆもとおんせんかん

　市民の皆さんにより親しんでいただくために、市営日帰り入浴施設「湯原ふれあい交流センター」の

名称を昨年（�月�日～�月��日まで）募集しました。期間中に��点の応募があり、真庭市温泉協議会

で名称を選定。「地域の名前を残してほしい」「馴染みのある名前にしてほしい」との意見を踏まえ、新

たな名称を『湯本温泉館』としました。 �問   湯原支局総務振興課　高島　℡�-��-����

��������	
��

湯本温泉館の営業時間は、午前��時～午後��時（受付

は午後��時��分まで）です。気軽にお立ち寄りくださ

い。また、�階には和室（��畳×�室）、会議室（��人程

度）もありますので、休憩や会議などでもご利用いた

だけます（有料）。詳しくはお問い合わせください。

�問   湯本温泉館  ℡ �-��-����
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������
���������������
�����������������

��������
���������������
�����������������

�������
���������������
�����������������

�������
���������������
�����������������

�������
���������������
�����������������

�������
���������������
�����������������

�������
���������������
�����������������

��������
���������������
�����������������

��������
���������������
�����������������

����������
���������������
�����������������

��������

���������	
��
���
������������	
���
������������	
���
������������	
���

平成��年�月�日現在
（　）は前月との比較

������

　

い
き
い
き
健
康
講
座
（
生
活
習

慣
病
予
防
出
前
講
座
）
を
開
催
し

ま
す
。

■
日
時　

�
月　

日
�　

午
後
�

��

時　

分
〜
�
時　

分

��

��

■
場
所　

落
合
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ

ン
タ
ー
サ
ン
プ
ラ
ザ
�
階
ホ
ー
ル

■
内
容　

「
糖
尿
病
の
知
識
と
予

防
に
つ
い
て
」
講
師
▽
落
合
病
院

内
科
医
師　

高
橋
泰
先
生

■
問
い
合
わ
せ
先　

落
合
支
局
市

民
福
祉
課　

牧

℡（
�
�
�
）�
�
�
�

　

�
等
・
前
後
賞
を
合
わ
せ
て
�

億
円
の
「
グ
リ
ー
ン
ジ
ャ
ン
ボ
宝

く
じ
」
が
、
�
月　

日
�
か
ら
発

��

売
さ
れ
ま
す
。
県
内
で
発
売
し
て

い
る
宝
く
じ
の
収
益
金
は
、
県
民

の
皆
さ
ん
の
身
近
に
あ
る
学
校
、

公
園
や
ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
充
実
、

幻
想
庭
園
と
い
っ
た
文
化
振
興
事

業
な
ど
、
生
活
を
よ
り
豊
か
に
す

る
た
め
の
貴
重
な
財
源
と
し
て
、

幅
広
く
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
宝

く
じ
の
売
り
上
げ
向
上
が
、
身
近

な
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
に
つ
な
が
り

ま
す
の
で
、
宝
く
じ
は
、
ぜ
ひ
岡

山
県
内
で
ご
購
入
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先　

岡
山
県
総
務

部
財
政
課

℡
�
�
�（
�
�
�
）�
�
�
�

　

�
月
か
ら
、
し
尿
の
基
本
汲
み

取
り
手
数
料
を
�
�
� 
㍑ 
�
�
�

�
円
と
し
、
そ
れ
を
超
え
た
超
過

料
金
を　

㍑
刻
み
（
超
え
る
量
が

��

　

㍑ 
未
満
の
時
は
、　

㍑ 
と
み
な

��

��

し
ま
す
。）
で
�
�
�
円
と
し
ま

す
。
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先　

環
境
課　

南

℡ 
（
�
�
�
）�
�
�
�

　

自
衛
隊
で
は
、
一
般
幹
部
候
補

生
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
詳
し
く

は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
募
集
種
目　

一
般
幹
部
候
補
生

■
受
験
資
格

○
大
卒
程
度
試
験　
　

歳
以
上　

��

��

歳
未
満
の
人
（
大
学
院
、
修
士
課

程
修
了
者
な
ど
に
つ
い
て
は　

歳
��

未
満
の
人
）

○
院
卒
者
試
験　

修
士
課
程
修
了

者
な
ど
（
見
込
含
む
）
で
、　

歳
��

以
上　

歳
未
満
の
人

��

■
受
付
期
間　

�
月
�
日
�
〜
�

月
�
日
�
必
着

■
試
験
日　

○
�
次　

�
月　

日
�
・　

日
�

��

��

※　

日
は
飛
行
要
員
の
み

��
○
�
次　

�
月　

日
�
〜　

日
�

��

��

の
う
ち
指
定
す
る
日

■
問
い
合
わ
せ
先　

自
衛
隊
岡
山

地
方
協
力
本
部
津
山
出
張
所

℡
�
�
�
�（　

）�
�
�
�

��

い
き
い
き
健
康
講
座

気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い

グ
リ
ー
ン
ジ
ャ
ン
ボ
宝
く
じ
発
売

宝
く
じ
の
購
入
は
岡
山
県
内
で

陸
・
海
・
空
自
衛
官
募
集

幹
部
自
衛
官
を
目
指
す
！

※市役所の電話番号は、市内無料電話で表記しています。（市外局番 ����エリアは�、����エリアは�）

地域防災力パ ワーア ップ講座

�
�
�
�
�
�
�
�

第��回

市
内
の
愛
好
家
な
ど
が
、
丹
精
込
め
て

育
て
た
紅
梅
な
ど
の
作
品
、
約
�
�
�

点
の
盆
栽
が
展
示
さ
れ
ま
す
。
会
場
い
っ

ぱ
い
に
春
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先　

落
合
支
局
総
務
振
興
課

℡（
�
�
�
）�
�
�
�

落
合
シ
ョ
ッ 
ピ 
ン 
グ
セ
ン 
タ 
ー 
サ
ン 
プ
ラ
ザ

�
月�

日
�
〜�

日
� 
午
前
�
時
〜
午
後
�
時

��

��

■日時　�月��日�  午後�時～�時��分 ・基調講演　
　　　　　　　　　 午後�時��分～�時  ・先進地の取り組みと事例発表
■場所　勝山文化センター　第�会議室
■講師　一般社団法人防災プロジェクト　代表理事　中井政義氏
■演題　東日本大震災に学ぶ「災害を乗り切る」地域の絆
　　　　　　　　　   ～防災は被災地の現状を知ることから始まる～
　　　　　　　　　　　　　　　  �問  危機管理課　岩野　℡�-��-����

●講師プロフィール
東日本大震災の津波で自身も被
災した経験から、被災地の現状
をブログやフェイスブックを通じ
て発信。全国各地での講演活動
に加え、被災地での地元語り部
ガイドとして���団体、延べ����
人以上を案内している。その他、
震災の教訓を伝える絵本作成や
防災用品の監修を通じて、防災
意識の普及啓発を訴えている。

し
尿
汲
み
取
り
手
数
料

手
数
料
が
変
わ
り
ま
す

手話通訳あ り
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身
体
障
が
い
者
巡
回
更
生
相
談

（
肢
体
・
聴
覚
）
が
行
わ
れ
ま
す
。

■
日
時  
�
月　

日
�　

正
午
〜

��

■
場
所　

久
世
エ
ス
パ
ス
セ
ン 

タ
ー

■
対
象
者　

身
体
障
害
者
手
帳
を

持
っ
て
い
る
人
、
難
病
患
者

■
内
容　

補
装
具
（
装
具
、
車
い

す
、
補
聴
器
な
ど
）
の
処
方
、
適

合
判
定
、
自
立
支
援
医
療
（
更
生

医
療
）
給
付
に
関
す
る
こ
と
な
ど

※
相
談
希
望
者
は
要
事
前
連
絡

■
問
い
合
わ
せ
先  
福
祉
課 
山
本

℡（
�
�
�
）�
�
�
�

　

�
月
の
年
金
相
談
日
を
お
知
ら

せ
し
ま
す
。
相
談
内
容
を
把
握
す

る
た
め
、
前
日
ま
で
に
予
約
を
お

願
い
し
ま
す
。

※
代
理
の
場
合
は
委
任
状
が
必
要

で
す
。

■
日
時　

�
月　

日
�
、　

日
�

��

��

午
前　

時
〜
午
後
�
時

��

■
場
所　

市
役
所
本
庁
舎

■
予
約
先　

津
山
年
金
事
務
所
お

客
様
相
談
室

℡
�
�
�
�（　

）�
�
�
�

��

■
問
い
合
わ
せ
先  
市
民
課  
中
山

℡（
�
�
�
）�
�
�
�

　

大
学
・
短
大
・
高
専
・
専
門
学

校
を
平
成　

年
�
月
に
卒
業
す
る

��

予
定
の
人
を
対
象
と
し
た
企
業
説

明
会
を
開
催
し
ま
す
。
岡
山
県
北

地
域
の
約　

社
の
企
業
が
参
加
予

��

定
で
す
。
岡
山
県
北
地
域
に
就
職

を
希
望
す
る
人
は
、
ぜ
ひ
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

■
日
時　

�
月　

日
�

��

午
後
�
時
〜
午
後
�
時　

分
��

■
場
所　

津
山
鶴
山
ホ
テ
ル
（
津

山
市
東
新
町
�
�
�
‐
�
）

■
内
容　

企
業
説
明
会
（
企
業
採

用
情
報
、
就
職
相
談
・
カ
ウ
ン
セ

年
金
相
談

予
約
を
お
忘
れ
な
く

岡
山
県
北
企
業
説
明
会

ご
参
加
く
だ
さ
い

身
体
障
が
い
者
巡
回
更
生
相
談

ご
相
談
く
だ
さ
い

リ
ン
グ
な
ど
）

■
対
象
者　

平
成　

年
�
月
卒
業

��

予
定
の
人

■
参
加
費　

無
料

■
就
活
学
生
登
録　

　

津
山
広
域
事
務
組
合
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
（h

ttp
://w

w
w
.k
o
y
o
u
.

o
r.jp

）
か
ら
「
就
活
学
生
登
録
」
を

し
て
い
た
だ
く
と
『
企
業
ガ
イ
ド

み
ま
さ
か
�
�
�
�
』
が
提
供
さ

れ
る
ほ
か
、
県
内
で
開
催
す
る
企

業
説
明
会
や
市
町
村
職
員
採
用
試

験
の
情
報
提
供
な
ど
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先　

津
山
広
域
事
務
組
合

℡
�
�
�
�（　

）�
�
�
�

��

��������	
��������	

真庭市では、身体障害者手帳の交付対象とならない軽度、中等度の難聴のある子どもを対象に補聴器
購入費用の一部を助成します。詳しくは、お問い合わせください。 �問   福祉課  山本  ℡�-��-����

財産活用課
℡�������������

�
��
�

●予定価格���万円以上の公共工事落札額を公表します。
●表記順
　《入札日→工事名（発注課）→落札者→落札額（税抜き額）》

����������	
・いずみ橋添架下水道管修繕工事（下水道課）
　�金子建設…���������円
・市道金崎線道路改良工事（建設課）
　�山中工務店…���������円
・��-�� 市道粟村線道路災害復旧工事（建設課）　
　�村田建設…���������円
・中川橋車道橋橋梁補修工事（建設課）
　蜂谷工業�真庭支店…����������円
・美甘簡水（山路）井戸ボーリング調査業務
　（水道課）　三備工業�…���������円
・立石地区排水路整備工事（湯原支局総務振興課）
　�ウエモト組…���������円
・中一色地内防火水槽修繕工事（落合支局総務振興課）
　喜多建設�…���������円

���������	

・落合�号幹線（�工区）管渠工事（下水道課）　
　�金平工務店…����������円
・久世第�建設残土センター整備工事（建設課）　
　�醍醐建設…����������円
・��-�� 市道為友線道路災害復旧工事（建設課）　
　�古瀬工務店…���������円
・久世第�建設残土センター取水ポンプ設置工事
　（建設課）　竹藤建設�…���������円
・��-�� 普通河川明賀谷川河川災害復旧工事
　（建設課）　�三木工務店…���������円

���������	

・湯原保健福祉センターガスヒートポンプエアコン
　�号機修繕工事（高齢者支援課） 
　�トーコー工業所…���������円

�����������	
・川東小学校プール改修工事（教育総務課）
　谷口建設�…���������円
・河内小学校プール改修工事（教育総務課）
　�森本組…���������円
・月田本地区林地災害復旧工事（農林土木課）
　�古瀬工務店…���������円

今月の掲載は、��/�、�、�、��日の入札実施分。 

■対象者　両耳の聴力レベルが��デシベル以上で身体障害者手帳の交付対
象とならない��歳未満の難聴児
■所得制限　市民税所得割の額が��万円以上の人（本人含む）がいる世帯は対象外
■助成額　新規または更新する補聴器購入費用の�分の�
　※補聴器の種類ごとに別に定める基準価格を限度とします。
■購入条件　更新の場合は、前回購入日から�年経過していること

■申請書類
①所定の申請書②指定した医師の意見書③意見書の処
方に基づき認定補聴器専門店が作成した見積書④世
帯全員の所得課税証明書⑤身体障害者手帳交付に係
る却下決定通知書の写し(手帳の申請をされた人のみ)
※必ず購入前に申請してください。
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■日時　�月��日�　午後�時～
■場所　リサイクルプラザまにわ
■参加費　���円
■定員　��人
■申込期限　�月��日�
※ハサミ、手芸用ボンドをご持参
ください。
■申し込み・問い合わせ先
　リサイクルプラザまにわ
　℡�-��-����

各
種
商
品
小
売
業
�
�
�
円
（　
��

月　

日
発
効
）、電
気
機
械
器
具
等

��
製
造
業
�
�
�
円
（　

月　

日
発

��

��

効
）、
耐
火
物
製
造
業
�
�
�
円
、

鉄
鋼
業
�
�
�
円
、
船
舶
製
造
・

修
理
業
、
舶
用
機
関
製
造
業
�
�

�
円
（　

月　

日
発
効
）、
一
般
機

��

��

械
器
具
等
製
造
業
�
�
�
円
、
自

動
車
・
同
附
属
品
製
造
業
�
�
�

円
（　

月　

日
発
効
）

��

��

■
問
い
合
わ
せ
先

岡
山
労
働
局
労
働
基
準
部
賃
金
室

℡
�
�
�（
�
�
�
）�
�
�
�

　

平
成　

・　

年
度
の
入
札
参
加

��

��

資
格
審
査
申
請
の
追
加
申
請
を
受

け
付
け
ま
す
。
真
庭
市
が
発
注
す

る
建
設
工
事
、
測
量
・
建
設
コ
ン

サ
ル
タ
ン
ト
業
務
、
物
品
・
役
務
・

小
規
模
修
繕
工
事
な
ど
に
つ
い

て
、
入
札
や
�
万
円
以
上
の
見
積

徴
取
に
参
加
を
希
望
す
る
事
業
者

は
申
請
が
必
要
で
す
。

■
対
象　

建
設
工
事
、
測
量
・
建

設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
業
務
、物
品
・

役
務
・
小
規
模
修
繕
工
事

■
受
付
期
限　

�
月　

日
�
ま
で

��

※
窓
口
で
の
受
付
は
、
土
曜
日
、

日
曜
日
、
祝
日
を
除
き
ま
す
。
申

請
内
容
の
変
更
に
つ
い
て
は
随
時

受
け
付
け
て
い
ま
す
。詳
し
く
は
、

真
庭
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
確

認
く
だ
さ
い
。

※
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
で
き

な
い
人
は
財
産
活
用
課
窓
口
で
、

必
要
書
類
を
配
布
し
て
い
ま
す
。

■
適
用
期
間

�
月
�
日
〜
平
成　

年
�
月　

日

��

��

■
問
い
合
わ
せ
先

財
産
活
用
課　

佐
山

℡（
�
�
�
）�
�
�
�

　

岡
山
県
育
英
会
と
鶴
山
館
で

は
、
平
成　

年
度
の
寮
生
を
募
集

��

し
ま
す
。
手
続
方
法
な
ど
、
詳
し

く
は
そ
れ
ぞ
れ
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

　

平
成　

年
�
月　

日
執
行
の
岡

��

��

山
県
議
会
議
員
選
挙
立
候
補
予
定

者
説
明
会
を
次
の
と
お
り
開
催
し

ま
す
。

■
日
時　

�
月　

日
�

��

午
前　

時
開
会

��

■
受
付　

午
前
�
時　

分
〜

��

■
場
所　

真
庭
市
役
所
本
庁
舎
�

階
会
議
室

■
問
い
合
わ
せ
先　

真
庭
市
選
挙

管
理
委
員
会
事
務
局
（
総
務
課
）

笠
原
・
細
川

℡（
�
�
�
）�
�
�
�

　

岡
山
県
内
の
特
定
最
低
賃
金
が

改
定
さ
れ
ま
し
た
。
特
定
最
低
賃

金
が
適
用
さ
れ
な
い
労
働
者
は
、

岡
山
県
最
低
賃
金
の
�
�
�
円
が

適
用
さ
れ
ま
す
。

■
最
低
賃
金
額

����������

�日

�落合病院（内）・落合

　����-��-����

�金田病院（外）・落合

　����-��-����

�片岡医院（内）・湯原

　����-��-����

�日

�勝山病院・勝山

　����-��-����

�廣惠医院・北房

　����-��-����

�前原医院（内）・久世

　����-��-����

��日

�勝山病院・勝山

　����-��-����

�石賀医院（内）・蒜山

　����-��-����

�イケヤ医院（内）・久世

　����-��-����

��日

�近藤病院・勝山

　����-��-����

�吉弘クリニック（内）・北房

　����-��-����

�まつうら医院（内）・久世

　����-��-����

��日

�金田病院・落合

　����-��-����

�谷田医院（外）・蒜山

　����-��-����

�日

�湯原温泉病院・湯原

　����-��-����

�牧原医院（外）・北房

　����-��-����

�����

��������	

�日　節分
�日　立春
��日　建国記念の日
��日　雨水

最
低
賃
金
の
改
定

必
ず
チ
ェ
ッ
ク
最
低
賃
金

岡
山
県
議
会
議
員
選
挙

立
候
補
予
定
者
説
明
会
を
開
催

※市役所の電話番号は、市内無料電話で表記しています。（市外局番 ����エリアは�、����エリアは�）

【
岡
山
県
育
英
会
東
京
寮
】

■
所
在
地　

東
京
都
港
区
高
輪
三

丁
目　

番　

号
（
Ｊ
Ｒ
品
川
駅
か

��

��

ら
徒
歩
約　

分
）

��

■
応
募
資
格　

県
内
在
住
の
男
子

学
生
で
、
東
京
都
お
よ
び
そ
の
周

辺
に
あ
る
大
学（
夜
間
部
を
含
む
）

の
�
年
生
と
し
て
入
学
す
る
人

■
募
集
人
数　

約　

人
��

■
受
付
期
間　

�
月
�
日
�
ま
で

■
問
い
合
わ
せ
先　

岡
山
県
育
英

会
（
岡
山
県
生
涯
学
習
課
内
）

℡
�
�
�（
�
�
�
）�
�
�
�

【
鶴
山
館
】

■
所
在
地　

東
京
都
西
東
京
市
中

町
五
丁
目　

番
�
号

��

■
応
募
資
格　

岡
山
県
に
本
籍
ま

た
は
縁
故
が
あ
る
男
子
学
生
で
、

東
京
都
お
よ
び
そ
の
周
辺
に
あ
る

大
学
（
短
大
・
夜
間
部
を
除
く
）

に
在
籍
す
る
�
〜
�
年
生

■
募
集
人
数　
　

人
前
後

��

■
受
付
期
間　

�
月
�
日
�
ま
で

■
問
い
合
わ
せ
先　

鶴
山
館

℡
�
�
�
�（　

）�
�
�
�

��

入
札
参
加
資
格
審
査
申
請

追
加
申
請
を
受
け
付
け
ま
す

クラフトテープを使った、とても
かわいらしいお雛 さ まを作 り ます。

リサ イ ク ル プラザ

手 芸 教 室

学
生
寮
寮
生
の
募
集

東
京
都
周
辺
の
大
学
進
学
者 
へ
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勝
山
公
民
館
で
は
�
月
に
�
つ

の
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

①
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ニ
ン
グ
エ
ク
サ

サ
イ
ズ
（
フ
ッ
ト
セ
ラ
ピ
ー
）

■
日
時　

�
月　

日
�

��

午
後
�
時　

分
〜

��

■
講
師　

蒜
山
ピ
ラ
テ
ィ
ス
サ
ロ

ン　

山
田
栄
子
さ
ん

■
参
加
費　

�
�
�
円

②
笑
い
文
字
入
門
教
室

■
日
時　

�
月　

日
�

��

午
後
�
時
〜

■
講
師　

笑
い
文
字
普
及
協
会
代

表　

廣
江
ま
さ
み
さ
ん

■
参
加
費　

�
�
�
�
円

■
会
場　

勝
山
文
化
セ
ン
タ
ー

■
定
員　

各　

人
��

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

勝
山
文
化
セ
ン
タ
ー

℡（
�
�
�
）�
�
�
�

　

福
島
の
原
発
事
故
の
風
化
を
危

惧
す
る
富
良
野
Ｇ
Ｒ
Ｏ
Ｕ
Ｐ
が
、

風
化
に
対
す
る
一
石
を
投
じ
る
た

め
創
っ
た
舞
台
劇
の
公
演
で
す
。

■
日
時　

�
月　

日
�

��

午
後
�
時
開
演

■
場
所　

津
山
文
化
セ
ン
タ
ー

（
津
山
市
山
下　

）
��

■
入
場
料　

・
Ｓ
席
指
定
席
�
�
�
�
円　

・
Ａ
席
自
由
席
�
�
�
�
円

※
当
日
券
�
�
�
円
増

■
チ
ケ
ッ
ト
販
売
所　

久
世
エ
ス

パ
ス
セ
ン
タ
ー

■
問
い
合
わ
せ
先　

Ｏ
Ｈ
Ｋ
岡
山
放
送
事
業
部

℡
�
�
�（
�
�
�
）�
�
�
�

　

国
際
交
流
事
業
参
加
者
を
募
集

し
て
い
ま
す
。

■
内
容　

外
国
人
小
学
生
と
の
交

流
、
鍾
乳
洞
探
険
、
大
筏
こ
ぎ
他

■
期
間　

�
月　

日
�
〜
�
月
�

��

日
�　

�
泊
�
日

■
対
象　

小
学
�
年
生
〜
�
年
生

■
場
所　

鹿
児
島
県
与
論
町

■
申
込
期
限　

�
月
�
日
�

■
参
加
費　
　

万
�
千
円

��

■
出
発
地　

岡
山
空
港

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

�
国
際
青
少
年
研
修
協
会

℡
�
�（
�
�
�
�
）�
�
�
�

※
�
月　

日
�
、
午
後
�
時　

分

��

��

か
ら
、
岡
山
国
際
交
流
セ
ン
タ
ー

で
説
明
会
を
実
施
し
ま
す
。

　

真
庭
農
業
協
同
組
合
、
び
ほ
く

農
業
協
同
組
合
お
よ
び
全
国
共
済

農
業
協
同
組
合
連
合
会
よ
り
、
カ

ー
ブ
ミ
ラ
ー
や
ラ
ン
ド
セ
ル
カ
バ

ー
、
反
射
材
キ
ー
ホ
ル
ダ
ー
な
ど

各
種
交
通
安
全
機
器
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

広
報
真
庭
�
月
号　
 

㌻ 
の
ふ
る

��

さ
と
納
税
金
額
の
推
移
を
表
し
た

グ
ラ
フ
の
凡
例
中
、
紫
色
の
棒
グ

ラ
フ
と
青
色
の
折
れ
線
グ
ラ
フ
の

年
度
が
間
違
っ
て
い
ま
し
た
。
正

し
く
は
、
そ
れ
ぞ
れ
「
平
成　

年
��

度
」
で
し
た
。
訂
正
し
て
お
詫
び

し
ま
す
。　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

秘
書
広
報
課

勝
山
公
民
館
講
座
参
加
者
募
集

気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い

ち
び 
っ 
こ
探
険
学
校 
ヨ
ロ
ン 
島

参
加
者
募
集

応 援魅力あるまち づ く りを
ふるさと納税として寄付金をいただきました。
総合政策課  ℡�-��-����

上田　昌代さん（北海道札幌市）
狩野　徳子さん（北海道札幌市）
伊東　邦彦さん（福島県福島市）
木村　一洋さん（茨城県つくば市）
菅原　　元さん（茨城県つくば市）
佐々木優一さん（茨城県稲敷郡）
相馬　和子さん（茨城県結城郡八千代町）
相馬　隆之さん（茨城県結城郡八千代町）
武井　幸夫さん（茨城県土浦市）
木下　由貴さん（栃木県佐野市）
松本　　緑さん（群馬県邑楽郡板倉町）
伊藤　英雄さん（埼玉県さいたま市）
宮崎　　弘さん（埼玉県三郷市）
下堂薗善史さん（埼玉県春日部市）
中山　克美さん（埼玉県川口市）
河村　美香さん（埼玉県川口市）
片野　隆明さん（埼玉県白岡市）
福井　結介さん（千葉県市川市）
小泉　　昇さん（千葉県市川市）
小野由美子さん（千葉県市川市）
岩井　美歩さん（千葉県印西市）
松林　龍夫さん（千葉県我孫子市）
出石　昌三さん（千葉県佐倉市）
安田　明弘さん（千葉県習志野市）
和波　哲夫さん（千葉県千葉市）
坂本　　信さん（千葉県船橋市）
竹村　友敬さん（千葉県船橋市）
原田　良子さん（千葉県柏市）
桑田　利光さん（千葉県茂原市）
辻　　　敏さん（東京都江東区）
小畑　伸一さん（東京都江東区）
はやしこうじさん（東京都江東区）
福田　良治さん（東京都港区）
田野　　宏さん（東京都港区）
山下　　智さん（東京都港区）
米村　　渉さん（東京都港区）
旗生美智子さん（東京都港区）
天野　貴之さん（東京都港区）
石井知佐子さん（東京都荒川区）
後藤　雅文さん（東京都荒川区）
大上　信也さん（東京都荒川区）
横山　　顕さん（東京都渋谷区）
村上　裕二さん（東京都小平市）
向山　貴規さん（東京都小平市）
石倉　義文さん（東京都新宿区）
竹内　　豊さん（東京都新宿区）
平川明日香さん（東京都新宿区）
筒井　大和さん（東京都新宿区）
粂川　好男さん（東京都杉並区）
鹿子　保之さん（東京都杉並区）
森本　尊仁さん（東京都杉並区）
市川　義男さん（東京都世田谷区）
宮川　　暁さん（東京都世田谷区）
楊　　貴君さん（東京都世田谷区）
古屋　悦子さん（東京都台東区）
西山　亜紀さん（東京都大田区）

※��ページに続く

夜
想
曲
― 
ノ
ク
タ
ー
ン
公
演

作
・
演
出 
倉
本
聰

篤
志
寄
付

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

お
詫
び
と
訂
正

申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん
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私
が
初
め
て
映
画
館
で
観
た
の

は
地
域
の
子
供
会
の
行
事
で
行
っ

た
「
ド
ラ
え
も
ん
」
の
映
画
で
す
。

そ
の
当
時
は
ま
だ
津
山
に
映
画
館

が
数
件
あ
り
ま
し
た
。
初
め
て
の

映
画
館
で
の
映
画
と
い
う
こ
と

で
、
と
て
も
ワ
ク
ワ
ク
し
な
が
ら

観
に
行
き
ま
し
た
。
大
画
面
で
観

る
ド
ラ
え
も
ん
た
ち
の
活
躍
は
大

迫
力
で
、
と
て
も
楽
し
い
時
間
で

し
た
。
ま
だ
小
さ
か
っ
た
の
で
す

が
、
地
球
の
中
に
恐
竜
が
生
き
て

い
る
世
界
が
あ
り
、
そ
こ
で
の
話

だ
っ
た
と
い
う
こ
と
を
今
で
も
覚

え
て
い
ま
す
。
最
近
は
、
な
か
な

か
映
画
館
に
行
け
て
い
ま
せ
ん

が
、
ま
た
ゆ
っ
く
り
と
映
画
鑑
賞

を
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
映
画
館

が
近
く
に
で
き
な
い
か
な
…
。

　

新
聞
で
、あ
る
記
事
を
読
ん
だ
。

子
ど
も
た
ち
が
ス
マ
ホ
に
依
存
し

て
い
る
と
い
う
こ
と
。
子
ど
も
た

ち
に
と
っ
て
ス
マ
ホ
は
命
と
同
じ

と
。
昔
で
は
考
え
ら
れ
な
い
こ
と

が
、
子
ど
も
た
ち
の
間
で
起
こ
っ

て
い
る
。
子
ど
も
た
ち
だ
け
の
ル

ー
ル
が
あ
り
、
そ
の
ル
ー
ル
を
守

る
こ
と
で
、
友
だ
ち
と
つ
な
が
っ

今
月
の
テ
ー
マ

������
映
画
�
お便り
お待 ちし ています !
メールの場合は
ｈｉｓｈｏ@ｃｉｔｙ�ｍａｎｉｗａ�ｌｇ�ｊｐ

テーマは
��笑顔�です 。
家族や友だちの笑顔、笑
っているようなペットの
顔など、笑顔の写真をコ
メント付きで、またお便
りは、���字程度でお寄せ
ください。写メールもお
待ちしています。

川柳の兼題は
��心�です。
お便りは、先月号に同封
したはがきをご利用くだ
さい。川柳の締め切りは
�月�日�です。

 �月号では、

��自慢��
についてお便りを募
集しています。
（�月��日締め切り）

�月号 読者の広場

読者の広場は皆さ
んから寄せられた
ハガキなどでつく
るページです。

今 月は、
寄せられたお便り
��通の中から
チ ョ イス

��
初
め
て
観
た
映
画
�

　
 
ギ
ン
コ
ロ
さ
ん（
久
世
）

PN

▼

 PN コマ３

こ
こ
か
ら
は 
、皆
さ
ん
か
ら
寄
せ

ら
れ
た「
テ
ー
マ
」以
外 
の
お
便

り
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

��
子
ど
も
と
ス
マ
ホ
�

　
 
真
庭
太
郎
さ
ん（
勝
山
）

PN

▼

 PN うさぎちゃん

▼

 PN こう

▼

 PN ななみ

※平成��年��月入金分を掲載しています。（掲載希望者のみ）

宮林　輝明さん（大阪府大阪市）
金城　永治さん（大阪府大阪市）
若山　　宏さん（大阪府大阪市）
江藤　典子さん（大阪府大阪市）
山本　　宏さん（大阪府大阪市）
塩山　香絵さん（大阪府大阪市）
野口　武志さん（大阪府池田市）
中村　伸幸さん（大阪府八尾市）
本田　　大さん（大阪府豊中市）
上野　利晴さん（大阪府門真市）
宮永　　聡さん（兵庫県神戸市）
大前　奈美さん（兵庫県神戸市）
茂木　一貴さん（兵庫県神戸市）
今石　雄介さん（兵庫県神戸市）
今石　　香さん（兵庫県神戸市）
瀬良　昌憲さん（兵庫県神戸市）
池側　賢一さん（兵庫県神戸市）
谷川　知穂さん（兵庫県神戸市）
岡村　重善さん（兵庫県尼崎市）
利根川　仁さん（兵庫県尼崎市）
橋本　昌之さん（奈良県奈良市）
松本善次郎さん（奈良県奈良市）
磯田　康徳さん（奈良県奈良市）
中野　佐紀さん（奈良県奈良市）

竹森　愛子さん（奈良県北葛城郡広陵町）
松本　浩幸さん（和歌山県和歌山市）
久保　和生さん（岡山県岡山市）
下山　大輔さん（岡山県岡山市）
大橋　直也さん（岡山県真庭市）
中野　修治さん（岡山県倉敷市）
赤澤　克樹さん（岡山県倉敷市）
大池　繁男さん（岡山県倉敷市）
菅原　嵩得さん（広島県広島市）
川本　　聡さん（広島県東広島市）
西川　康彦さん（山口県山口市）
石川　　毅さん（香川県高松市）
大久保裕子さん（香川県高松市）
加藤　修士さん（愛媛県伊予郡砥部町）
小川　　彰さん（愛媛県四国中央市）
古泉　佳男さん（愛媛県松山市）
橋本　雅晶さん（福岡県小郡市）
三塩　新人さん（福岡県福岡市）
古賀　年文さん（佐賀県佐賀市）
米盛　勇一さん（熊本県熊本市）
高橋　官一さん（大分県大分市）
唐　臻君さん（沖縄県宜野湾市）

あ り がとうございました。



ち
同
士
な
ら
そ
ん
な
ル
ー
ル
は
必

要
な
い
。
友
だ
ち
な
ら
直
接
会
っ

た
と
き
に
話
せ
ば
い
い
。
文
字
が

い
い
な
ら
手
紙
を
書
け
ば
い
い
。

ス
マ
ホ
と
い
う
楽
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
ば
か
り
に
頼
り
す
ぎ
る

の
で
は
な
く
、
面
倒
く
さ
い
か
も

し
れ
な
い
が
、
子
ど
も
た
ち
に
は

ま
ず
は
顔
と
顔
を
合
わ
せ
て
「
会

話
」
を
す
る
習
慣
を
つ
け
て
欲
し

い
と
思
う
。

 谷  口   友 斗    くん
たに ぐち ゆう と

Ｈ������ 生まれ（上水田）
◯応  和也・美里さん（両親）

★対象★
発行月に�歳の誕生日を迎えら
れる市内在住のお子さん。
★応募期限★
誕生月の前の月の��日まで
★掲載内容★
�お子さんの写真�氏名（ふり
がな）�性別�生年月日�住所
�応募者のお名前と続柄
★応募および問い合わせ先★
総合政策部秘書広報課
〒���-����真庭市久世����-�
ＴＥＬ�-��-����（ＦＡＸ����）
Ｅ-ｍａｉｌ：ｈｉｓｈｏ@ｃｉｔｙ�ｍａｎｉｗａ�ｌｇ�ｊｐ

て
い
る
。
例
え
ば
「
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ

（
ラ
イ
ン
）」
と
呼
ば
れ
る
ア
プ
リ

ケ
ー
シ
ョ
ン
で
子
ど
も
た
ち
は
話

を
し
て
い
る
。
話
と
言
っ
て
も
相

手
の
声
を
聞
き
な
が
ら
話
を
す
る

の
で
は
な
い
。
文
字
の
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
送
り
合
い
話
を
す
る
。
メ
ッ

セ
ー
ジ
は
相
手
が
読
む
と「
既
読
」

と
表
示
さ
れ
、「
既
読
」
す
る
と
す

ぐ
に
返
事
を
返
さ
な
け
れ
ば
い
け

な
い
と
い
う
ル
ー
ル
が
あ
る
と
い

う
。
い
つ
で
も
ど
こ
で
も
す
ぐ
に

返
事
を
返
さ
な
け
れ
ば
そ
れ
が
、

イ
ジ
メ
に
つ
な
が
る
こ
と
も
あ
る

ら
し
い
。
そ
の
た
め
風
呂
の
中
に

ま
で
ス
マ
ホ
を
持
ち
込
ん
で
い
る

子
も
い
る
と
い
う
。
正
直
、
私
に

は
理
解
で
き
な
い
。
な
ぜ
相
手
の

都
合
を
考
え
な
い
の
か
。
ル
ー
ル

だ
か
ら
。
そ
れ
で
片
付
け
て
し
ま

っ
て
は
い
け
な
い
。
本
当
の
友
だ

スマートフォンイメージ

▼

 PN ハナ王子

▼

 安東彩羽

�歳のお祝いに
広報真庭に写真を

サイポールさん（東京都中央区）
椎谷　秀一さん（東京都町田市）
松山　優子さん（東京都町田市）
村岡　達哉さん（東京都板橋区）
黄　　　博さん（東京都板橋区）
河田　康則さん（東京都板橋区）
川上清一郎さん（東京都品川区）
佐々木　寛さん（東京都品川区）
小野　慎也さん（東京都品川区）
吉川　斉志さん（東京都武蔵野市）
白鳥　光良さん（東京都文京区）
好川　隆三さん（東京都文京区）
犬飼　信広さん（東京都文京区）
鈴木　裕之さん（東京都豊島区）
小山　宣子さん（東京都墨田区）
川口　弘匡さん（東京都目黒区）
大畑　勝俊さん（東京都立川市）

森本　博美さん（東京都練馬区）
尾身　修一さん（東京都練馬区）
青木　博之さん（神奈川県横須賀市）
渡辺　直希さん（神奈川県横浜市）
井上　武明さん（神奈川県横浜市）
杉山　智子さん（神奈川県横浜市）
森山　健一さん（神奈川県横浜市）
加藤　秀雄さん（神奈川県横浜市）
小森　利彦さん（神奈川県横浜市）
尾崎　宗則さん（神奈川県横浜市）
西川　秀司さん（神奈川県海老名市）
日浅　雅見さん（神奈川県川崎市）
二村　正人さん（神奈川県川崎市）
渡邉　善正さん（新潟県新潟市）
小林　辰次さん（新潟県新潟市）
古田　了千さん（新潟県新潟市）
越後　岳士さん（石川県七尾市）
竹村　直也さん（福井県越前市）
中村　文昭さん（静岡県湖西市）
大羽　啓允さん（愛知県岡崎市）
小島　丈治さん（愛知県小牧市）
宮本　美名さん（愛知県長久手市）
榎本　英子さん（愛知県豊川市）
水野　宏紀さん（愛知県豊田市）

富田　明彦さん（愛知県名古屋市）
廣田　充枝さん（愛知県名古屋市）
牧野　博和さん（愛知県名古屋市）
富田　賢治さん（愛知県名古屋市）
水野　和恵さん（愛知県名古屋市）
木村　貴志さん（愛知県名古屋市）
米倉　伸一さん（三重県津市）
松本　繁夫さん（京都府宇治市）
乾　祐一郎さん（京都府京田辺市）
大川　和義さん（京都府京都市）
蘆田　尚嗣さん（京都府木津川市）
薮田　和久さん（大阪府茨木市）
細谷　忠彦さん（大阪府茨木市）
適藤　純一さん（大阪府羽曳野市）
北垣　あやさん（大阪府高槻市）
高木　昭人さん（大阪府堺市）
須摩　俊之さん（大阪府堺市）
宇都宮加奈さん（大阪府堺市）
博多　安美さん（大阪府守口市）
中川　正彦さん（大阪府寝屋川市）
新居　康夫さん（大阪府吹田市）
久保　　満さん（大阪府吹田市）
大谷　正雄さん（大阪府大阪市）
島元美知代さん（大阪府大阪市）

応 援
ふるさと納税として寄付金を
いただきました。
総合政策課  ℡�-��-����

魅力ある
まち づ く りを

初めて迎える誕生日の記
念に、お子さんの写真を
広報真庭に掲載しません
か。お送りいただければ
もれなく掲載します。持
参、郵送、メールいずれ
でも結構です。
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　  〒���-����　真庭市上水田����
　  ＴＥＬ����-��-����　ＦＡＸ����-��-����
　  開館時間　平日��：��～��：��
　  　　　　　土日�：��～��：��　
　  休館日　毎週月曜日　年末年始

今月のおすすめの本真
庭
の
食
材
で
お
い
し
く
調
理

　
　

富
田
真
実
さ
ん（
日
名
）

　
　

瀬
島
な
つ
き
さ
ん（
下
河
内
）

　
　

吉
田
静
梨
奈
さ
ん（
上
水
田
）

　

つ
く
る
・
た
べ
る
ワ
ー
ク
シ
ョ

ッ
プ
に
参
加
し
ま
し
た
。
真
庭
の

食
材
を
使
っ
て
、
い
ろ
い
ろ
な
人

た
ち
と
料
理
を
作
っ
た
り
一
緒
に

食
べ
た
り
楽
し
か
っ
た
で
す
。
今

回
習
っ
た
料
理
を
家
に
帰
っ
て
も

作
っ
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

シ
ニ
ア
か
ら
地
域
を
元
気
に

細
井
紀
子
さ
ん（
落
合
垂
水
）

　

テ
レ
ビ
で
シ
ニ
ア
ミ
ュ
ー
ジ
カ

ル
を
見
た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
、

私
も
シ
ニ
ア
な
の
で
、
こ
う
い
う

こ
と
が
し
た
い
と
思
い
、「
落
合
シ

ニ
ア
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
そ
ら
さ
く

ら
」
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。
シ
ン

ガ
ー
ソ
ン
グ
ラ
イ
タ
ー
の
瑠
音
さ

ん
に
指
導
し
て
い
た
だ
き
、
落
合

地
域
総
合
セ
ン
タ
ー
の
舞
台
で
公

演
す
る
こ
と
を
第
一
目
標
に
頑
張

っ
て
い
ま
す
。
メ
ン
バ
ー
は
全
員

素
人
で
す
が
、
楽
し
く
練
習
し
て

い
ま
す
。
男
女
問
わ
ず
仲
間
を
募

集
し
て
い
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん
も

一
緒
に
挑
戦
し
ま
せ
ん
か
。

こ
の
チ
ー
ム
で
優
勝
し
た
い
！

森
川
貴
弘
く
ん（
関
）

　

冬
季
真
庭
サ
ッ
カ
ー
大
会
に
出

ま
し
た
。
美
川
Ｓ
Ｓ
の
キ
ャ
プ
テ

ン
を
や
っ
て
い
て
、
ポ
ジ
シ
ョ
ン

ねこまる先生は、町外れの
こども園「こざかなえん」
の見習い先生。本物のトラ
猫です。今年の節分は、ね
こまる先生が鬼の役になっ
て、子どもたちの豆攻撃か
ら逃げ回ります。さて、何
が起きるでしょう？

「悪銭（裏江戸探索帖）」
鈴木英治 著／角川春樹事務所

元徒目付の山内修馬は、糊
口をしのぐため町人相手の
両替商を始めた。そんな修
馬に、事件探索の依頼があ
った。手習師匠をしている
美奈という娘が、剣術道場
の師範代を務める兄・徳太
郎の様子を調べてほしいと
いうのだが…。

は
キ
ー
パ
ー
で
す
。
試
合
に
は
全

部
勝
っ
た
ん
だ
け
ど
、
得
失
点
差

で
決
勝
に
進
め
な
く
て
残
念
で
し

た
。
開
会
式
で
は
選
手
宣
誓
の
大

役
も
任
さ
れ
て
、
緊
張
は
し
な
か

っ
た
け
ど
ち
ょ
っ
と
忙
し
か
っ
た

か
な
。
僕
は
�
年
生
な
の
で
、
こ

の
仲
間
と
プ
レ
ー
す
る
の
は
あ
と

少
し
。
大
会
は
ま
だ
あ
る
の
で
、

次
こ
そ
優
勝
で
き
る
よ
う
に
頑
張

り
ま
す
。
美
川
Ｓ
Ｓ
の
持
ち
味
は

チ
ー
ム
ワ
ー
ク
が
い
い
こ
と
。
み

ん
な
で
頑
張
っ
て
い
い
思
い
出
を

残
し
た
い
で
す
。

「先生、しゅくだいわすれました」
山本悦子 作／童心社

宿題を忘れたゆうすけが、
ウソの言い訳をしている
と、「ウソをつくならもっと
上手につかなくちゃ」と、
えりこ先生。それって、上
手にウソがつけたら、宿題
を忘れても叱られないって
こと? 先生と生徒の爽やか
な交流を描く。

▼

 PN みーたん

定番品の買い方、「買って良
かった」物を見つける方法、
クローゼットの見直し計画
…。��代の著者が見直し発
見した、大人のための買い
物の知恵や工夫を、イラス
トとともに分りやすく伝え
ます。

▼

 PN みるくちゃん

「大人のおしゃれの新しい買い方」
堀川波  著／ＫＡＤＯＫＡＷＡ

▼

 PN あおい

「ねこまるせんせいとせつぶん 」
渡辺有一 絵／世界文化社



新たなグルメ誕生！！ （ ����日）
「ひるぜんジンギ 好 会」による羊肉メニュー「ひるぜんジンギ丼」の試食

す

会が行われました。左は竜田揚げ、右はあぶり焼きタイプ。市長らによ
る投票であぶり焼きタイプが選ばれ、今後イベントなどに登場します。
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川 柳   「煙」
販
売
機
前
で
迷
え
る
愛
煙
家　
　
　
　
　
　

松
尾
千
恵
子　

月
田

温
泉
郷
煙
が
競
う
お
湯
の
宿　
　
　
　
　
　

庄
司
美
佐
恵　

久
世

湯
煙
で
今
日
の
疲
れ
を
癒
せ
る
場　
　
　
　

仲
田
孝
江　
　

組

酒
よ
り
も
手
ご
わ
い
奴
と
吐
く
煙　
　
　
　

永
田
寿
道　
　

樫
東

禁
煙
に
肩
身
を
す
ぼ
め
て
煙
を
は
く　
　
　

美
甘
栄
枝　
　

蒜
山
上
長
田

禁
煙
が
自
慢
の
種
の
仲
間
入
り　
　
　
　
　

小
谷
義
孝　
　

月
田

ふ
る
里
に
煙
立
つ
家
父
母
が
居
る　
　
　
　

植
田
万
里
子　

月
田

酒
好
き
だ
っ
た
父
の
煙
も
千
鳥
足　
　
　
　

若
田
万
寿
子　

落
合
垂
水

愚
痴
捨
て
た
煙
は
空
へ
吸
い
込
ま
れ　
　
　

菊
池
千
江
子　

本
郷

命
日
に
煙
草
燻
ら
す
父
の
墓　
　
　
　
　
　

西
本
艶
子　
　

岩
井
谷

煙
た
い
が
仕
切
る
手
腕
を
持
っ
て
い
る　
　

青
山
萌
黄　
　

上

や
っ
ぱ
り
ネ
あ
の
一
言
で
煙
た
が
ら
れ　
　

小
谷
美
紗
子　

蒜
山
下
見

一
筋
の
煙
と
な
っ
て
任
務
終
え　
　
　
　
　

ゑ
み
こ　
　
　

目
木

煙
い
人
い
て
人
生
に
役
に
立
ち　
　
　
　
　

菊
池
俊
男　
　

本
郷

湯
煙
の
向
こ
う
に
ス
ト
レ
ス
捨
て
に
行
く　

瀧
上
秀
子　
　

落
合
垂
水

夫
逝
き
煙
と
な
っ
て
お
浄
土
へ　
　
　
　
　

中
山
春
子　
　

本
庄

火
葬
場
の
煙
最
後
の
答
で
す　
　
　
　
　
　

横
山
と
も
子　

久
世

選：勝山川柳会　原　健裕さん

��������	
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真庭市栄養改善協議会の提供です

▼

 PN テストステロン

ほうれん草入り豆腐ハン バーグ

大根おろしにホウレンソウ。野菜もた
っぷり摂れるメインの�品。青大豆豆
腐を使うとほんのり緑の春を感じる仕
上がりになります。

今月のレシピ
提供は

辻　祐子さん
（湯原支部）

 材料 （４人分）

・木綿豆腐  �丁 ・ホウレンソウ  ��ｇ
・タマネギ  小�/�個　・合いびき肉  ���ｇ
　　 ・パン粉  ��ｇ
　　 ・卵  �個
　　 ・塩  小さじ�/�
・ダイコン  ���ｇ  ・ポン酢  ���
・油　適量

 作り方

＜１人分栄養価＞
　エネルギー��� ｋｃａｌ    たんぱく質 �� . �ｇ  
　脂質 � � . �ｇ  カルシウム � �� ｍｇ
　食塩相当量 �. �ｇ

�
�
�
�
◯A
 

▼

 上原亨太

①豆腐はペーパータオルに包み、お皿などの
重しをのせて��分程度おき、しっかり水切
りをする。

②ホウレンソウはさっと茹でてみじん切り
にし、タマネギもみじん切りにする。

　ダイコンはおろして水気を切っておく。
③ボウルに合いびき肉を入れて軽くほぐし 、

 ◯A と①を加えて手でよく練り混ぜて小判
型に成形する。

④フライパンを熱し油をなじませ、③を入れ
て中火で�～�分焼き、焼き色がついたら
裏返し、弱火で中までじっくり火を通す。

⑤お皿に盛りつけ、大根おろしをのせてポン
酢をかけたら出来上がり。



　

バ
イ
オ
マ
ス
発
電
用
の
木
の
受

け
入
れ
が
始
ま
っ
て
�
カ
月
が
経

ち
ま
す
。
バ
イ
オ
マ
ス
集
積
基
地

で
は
、
第
二
工
場
を
整
備
し
て
燃

料
の
確
保
を
進
め
て
い
て
、
既
に

た
く
さ
ん
の
木
が
集
ま
っ
て
き
て

い
ま
す
。
木
の
幹
や
皮
な
ど
が
山

積
み
に
な
っ
て
い
る
状
態
で
す

が
、
発
電
事
業
が
始
ま
っ
て
変
わ

っ
た
点
は
、
枝
葉
が
集
ま
る
よ
う

に
な
っ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。
こ
れ

ま
で
は
、
主
に
製
紙
用
の
原
料
と

し
て
幹
の
部
分
、
そ
し
て
一
部
燃

料
と
し
て
皮
の
部
分
の
�
種
類
だ

け
扱
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
れ
が
発

電
事
業
に
よ
っ
て
木
の
ほ
ぼ
全
部

を
利
用
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
の

で
、
枝
葉
の
受
け
入
れ
も
で
き
る

よ
う
に
な
っ
た
の
で
す
。

　

発
電
事
業
や
こ
こ
で
木
を
集
め

て
い
る
こ
と
を
知
ら
な
い
人
は
ま

だ
多
い
と
思
い
ま
す
が
、
そ
れ
で

も
持
ち
込
む
人
は
少
し
ず
つ
増
え

て
き
て
い
ま
す
。
量
で
見
れ
ば
、

も
ち
ろ
ん
林
業
関
係
の
事
業
者
が

多
い
の
で
す
が
、
個
人
で
持
ち
込

真庭バイオマス集積基地

 大  戸   英  之   さん
おお と ひで ゆき

燃料の供給はこれから本格化
どんどん利用してください

�
�
��
�
�
�
�
	�



�
�
�
�
��
���〜
シ
リ
ー
ズ
第
�
回
〜

む
人
も
い
ま
す
。
個
人
持
ち
込
み

の
常
連
さ
ん
の
中
に
は
、「
普
段
は

仕
事
を
し
て
い
る
け
ど
、
週
末
に

な
っ
た
ら
自
分
の
山
に
入
っ
て
、

木
が
集
ま
っ
た
ら
集
積
基
地
に
」

と
い
う
具
合
に
、
野
菜
を
直
売
所

に
持
っ
て
い
く
よ
う
な
感
じ
で
利

用
し
て
い
る
人
も
。
こ
こ
で
は
�

㌧ 
当
た
り
で
計
量
し
て
受
け
入
れ

を
し
て
い
ま
す
が
、
森
林
組
合
が

発
行
す
る
証
明
書
（
※
木
質
バ
イ

オ
マ
ス
情
報
カ
ー
ド
）
が
あ
る
未

利
用
木
材
な
ら
� 
㌧ 
当
た
り
ス
ギ

が
�
�
�
�
円
、
ス
ギ
以
外
が
�

�
�
�
円
で
す
。
今
ま
で
処
分
に

困
っ
て
い
た
も
の
や
利
用
さ
れ
ず

山
に
放
置
し
て
い
た
も
の
が
こ
う

し
て
お
金
に
な
る
訳
で
す
か
ら
、

山
の
手
入
れ
も
進
ん
で
い
く
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

木
が
集
ま
っ
て
い
る
と
い
っ
て

も
、
動
き
出
す
の
は
�
月
か
ら
が

本
番
。
発
電
所
が
稼
働
す
れ
ば
燃

料
と
な
っ
て
ほ
ぼ
毎
日
消
費
さ
れ

て
い
き
ま
す
。
こ
こ
バ
イ
オ
マ
ス

集
積
基
地
は
燃
料
供
給
の
拠
点
と

し
て
木
を
絶
や
す
訳
に
は
い
き
ま

せ
ん
。
山
の
木
だ
け
で
な
く
庭
木

も
受
け
入
れ
て
い
ま
す
の
で
、
ど

ん
ど
ん
皆
さ
ん
に
利
用
し
て
い
た

だ
き
た
い
で
す
ね
。

　

真
庭
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
所
の
稼
働
ま
で
約
�
カ
月
。
施
設
の
建
設
や

燃
料
の
製
造
な
ど
、
現
場
で
は
着
々
と
準
備
が
進
ん
で
い
ま
す
。
今
回

は
、
真
庭
バ
イ
オ
マ
ス
集
積
基
地
の
大
戸
英
之
さ
ん
に
、
燃
料
と
な
る

木
の
受
け
入
れ
状
況
な
ど
に
つ
い
て
話
を
聞
き
ま
し
た
。

バイオマス集積基地の第二工
場。木の幹や皮に加え、枝葉も
たくさん集まっています

発
電
事
業
を
き
っ
か
け
に

枝
葉
も
集
ま
る
よ
う
に

個
人
で
の
持
ち
込
み
も

増
え
て
き
て
い
ま
す

Maniwa ��

発
電
事
業
は
こ
れ
か
ら

も
っ
と
利
用
し
て
く
だ
さ
い

※受け入れの樹種や価格、手続方法など詳しくは、真庭バイオマス集積基地（℡����-��-����）にお問い合わせください。

※木質バイオマス情報カー ド

森林経営計画に基づいて伐採・
搬出されていることを証明す
るカード。このカードがあれば
「未利用木材」として扱われ、「一
般木材」と比べて高く買い取ら
れます。山林所有者が一定の収
入を確保しながら、適正な森林
管理をするために、発電事業の
一環で導入された仕組みです。



■鳥取環境大学第��回全国高校生環境論文
ＴＵＥＳカップ　��/��　鳥取県

　　　 真庭高等学校―山名佑樹（西河内）�
■第��回全日本ハエ釣り王座決定戦

��/��～��　京都府
�横山 和（久世）

■第��回日本学校農業クラブ全
国大会　��/��～��　沖縄県

　写真左から：山�芙美香（余野
上）、布野翔大（杉山）、岡�加奈
（余野下）
■第�回Ｊ ＫＪ Ｏ全国ジュニア空手道選手権大会　��/��

東京都
■同大会中国地区選抜大会
�/�　浅口市
優勝　
��田麻帆（田原）

■平成��年内閣総理大臣賞受賞（林
産部門）��/��　牧野木材株式会社
　　　　　　（牧野淳一郎社長）�

■第��回全日本ベンチプレス選手権大会　��/��～��
大阪府
■同大会予選会　��/��　岡山市　
標準記録突破
�樋口重敏（蒜山上長田）

■天皇杯・皇后杯全日本バレーボール選手
　権大会ファイナルラウンド　
　��/��～��/��　東京都
　■同大会予選会　�/��　和歌山県　
　　　　　　 甲南大学― 田和樹（日名）�
■高円宮杯Ｕ－��第��回全日本ユースサッカー選手権大会

 ��/��～��　茨城県
　■同大会予選会　��/��～��/�　

鳥取県他　優勝　
アヴァンサールＦＣ―
�山上真輝（久世）

��� Maniwa

高齢者叙勲

■第��回日本クラシック音楽コンクール
　��/��　大阪府
　■同コンクール地区本選会  ��/�
　米子市　優秀賞
　　　 勝山高等学校―谷口沙也佳（大庭）�

■第��回全国高等学校ラグビーフットボール大会
　��/��～�/�　大阪府　■同岡山県大会　��/��～��/��
　美作市　 優勝　 写真左 か ら：
　津山工業高等学校―上田大
起（目木）、石原治親（関）、福
森竜矢（落合垂水）、岡田琢
史（惣）、竹内大輝（台金屋）、
池田欣高（下方）

■第��回全日本高等学校女子
　サッカー選手権大会　�/�～��　兵庫県　■同大会予
　選大会　写真左から：��/��～��　福山市   �位   広島文

教女子大学附属高等学校―磯田尭那（組）、��/��～��/�  
滋賀県   準優勝　
大商学園高等学校

―佐子五月（久世）

■第��回全国高等専門学校ラグビーフット
　ボール大会　�/�～�　兵庫県
　■同大会中国地区代表決定戦　��/�～

　��/��　美作市　�位
　　津山工業高等専門学校―岡田悠暉（惣）�
■第��回全日本バレーボール高等学校選手権大会　
　�/�～��　東京都
　■同大会予選会　��/�～��/�　和気町
優勝　写真上から：玉野光南高等学校―

　大倉僚介（落合垂水）、菱川仁心（西原）
　写真左から：就実高等学校―田中来菜実
　（久世）、築澤咲音（下河内）

■第�回全日本女子ユース（Ｕ－��）
　フットサル大会　�/��～��　愛知県
　■同大会中国大会   優勝   �/��   山口県
　　　    Ｆ Ｃエフロンテ―村松寛映（五反） �

■第��回中国・四国リトルリーグ野球選手権大会
　��/��　愛媛県　
　岡山リトルリーグ―名和洸太（落合垂水）
■平成��年岡山県美作県民局功労賞（青少年健全育成）表彰 
　��/��　
　小山泰弘（組）、武村一夫（栗原）、柳本和之（久世）
■平成��年度青少年健全育成功労者知事表彰　��/��
　井手健治（月田）、守城俊道（鹿田）
■岡山県わかば賞　��/��  余野小学校、�/� 鹿田自然を
活かす会児童部、�/� 天津小学校、木山小学校

叙勲を受けられた方をご紹介します。
おめでとうございます。

元湯原町議

柿本�美さん（本庄）�����

市内で受賞・出場をされた皆さんの中から、全国・県高位以上を基準�
に掲載させていただいています。 情報をお寄せください。 （敬称略）�

 上を目指して（中国大会や県大会など）

昭和��年�月の初当選以来、
�期��年にわたり湯原町議
会議員を務められ、副議長
などを歴任。米子自動車道
開通に向け説明のために、
 ���回以上地元に足を運ぶ
など、地域の活性化に尽力
されました。



ししコロッケをうれしそうに受け取る観光客

　

�
月　

日
と　

日
の
�
日
間
、
湯
原
温

��

��

泉
郷
で
し
し
祭
り
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
自

然
の
恵
み
に
感
謝
を
テ
ー
マ
に
イ
ノ
シ
シ

を
味
わ
っ
て
ほ
し
い
と
毎
年
開
催
し
て
お

り
、
今
回
で
�
回
目
。
旅
館
や
飲
食
店
な

ど
合
わ
せ
て　

店
が
イ
ノ
シ
シ
の
肉
を
使

��

っ
た
、
し
し
汁
や
し
し
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
な

ど
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
料
理
を
提
供
し
ま
し

た
。
訪
れ
た
人
の
中
に
は
、
し
し
肉
が
好

き
で
イ
ベ
ン
ト
に
合
わ
せ
て
遠
方
か
ら
足

を
運
ん
だ
人
も
お
り
、
食
べ
歩
き
を
楽
し

ん
で
い
ま
し
た
。

イ
ノ
シ
シ
料
理
を
堪
能

湯
原
温
泉
食
の
祭
典
し
し
祭
り

Maniwa ��

　
　

月　

日
、
ひ
る
ぜ
ん
ベ
ア
バ
レ
ー
ス
キ
ー
場
で

��

��

行
わ
れ
た
蒜
山
ス
キ
ー
場
開
き
（
ひ
る
ぜ
ん
ベ
ア
バ

レ
ー
ス
キ
ー
場
、
上
蒜
山
ス
キ
ー
場
、
津
黒
高
原
ス

キ
ー
場
合
同
）
を
皮
切
り
に
、
ウ
イ
ン
タ
ー
ス
ポ
ー

ツ
の
シ
ー
ズ
ン
が
到
来
し
ま
し
た
。
積
雪
に
恵
ま
れ

た
正
月
三
が
日
に
は
ス
キ
ー
ヤ
ー
や
ス
ノ
ー
ボ
ー
ダ

ー
、
雪
遊
び
を
す
る
子
ど
も
た
ち
な
ど
で
、
ス
キ
ー

場
は
大
盛
況
。
リ
フ
ト
を
待
つ
ス
キ
ー
ヤ
ー
な
ど
で

長
蛇
の
列
が
で
き
て
い
ま
し
た
。
�
つ
の
ス
キ
ー
場

は
、
�
月
上
旬
ま
で
営
業
予
定
で
す
。

�つの班に分かれて、工夫しながら調理をする参加者

　
　

月　

日
、
真
庭
の
食
材
を
普
段
の
食

��

��

事
に
も
っ
と
使
っ
て
も
ら
お
う
と
、
岡
山

県
美
作
県
民
局
と
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
ま

に
わ
が
主
催
し
「
美
作
の
食
つ
く
る
・
食

べ
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」
が
久
世
公
民
館

で
開
か
れ
ま
し
た
。
市
内
の
主
婦
や
高
校

生
な
ど　

人
が
参
加
。
�
つ
の
班
に
分
か

��

れ
、
用
意
さ
れ
た
真
庭
産
の
ダ
イ
コ
ン
や

ハ
ク
サ
イ
な
ど
の
食
材
を
使
っ
て
醍
醐
桜

寿
司
や
牛
乳
入
り
み
そ
汁
な
ど
を
作
り
、

で
き
た
料
理
を
味
比
べ
す
る
な
ど
し
な
が

ら
交
流
し
ま
し
た
。

作
っ
て
食
べ
て
楽
し
く
交
流

美
作
の
食
つ
く
る
・
た
べ
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

待ってました!!この季節!!待ってました ! ! この季節 ! !
　真庭に雪遊びシーズン到来真庭に雪遊びシーズン到来

スキー場開きで行われた安全祈願

三木ヶ原スノーパークで雪遊び
を楽しむ親子連れ（�/�）

大勢のスキー客でにぎわうひるぜん
ベアバレースキー場（�/�）
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まちの話題

このコーナーは、皆さんや支局から寄せられた情報で作成していきます

　

久
世
新
春
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
大
会
が
久
世

地
域
の
商
店
街
や
旭
川
沿
い
の
コ
ー
ス
で

�
月　

日
に
行
わ
れ
ま
し
た
。大
会
に
は
、

��

子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
お
よ
そ
�
�
�
人

が
参
加
。
小
学
生
は
�
㌔
、
中
学
生
と
一

般
は
�
、
�
、
�
㌔ 
の
そ
れ
ぞ
れ
の
部
で

健
脚
を
競
い
合
い
ま
し
た
。
自
己
ベ
ス
ト

や
目
標
タ
イ
ム
を
目
指
し
て
懸
命
に
走
る

参
加
者
に
、
沿
道
か
ら
温
か
い
声
援
が
送

ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
部

で
は
、
親
子
で
手
を
つ
な
い
で
仲
良
く
走

る
姿
も
見
ら
れ
ま
し
た
。

声援を受け、商店街を疾走する参加者

　　 年初めの親睦綱引きで盛り上がる

鹿田地区と下方・木山地区

の住民会が、年初めの綱引

き大会「寄江原合戦」を開

きました。両地区の親睦を

図ろうと昨年から開かれ今

年で�回目。参加者は地域

の活性化と連携強化を目指

して綱を引き合いました。

�/�

　　 みんなで�つのお祝い

長恒あさ子さん（下徳山）が

百歳を迎えられ、自宅でお

祝いをしました。適度なお

酒を毎日飲むことが長寿の

秘訣という長恒さん。玄孫

までそろった会では、お孫

さんの��歳の誕生日も一緒

にお祝いされました。

�/�

　　 シニアミュージカルで地域を元気に

シニアが真庭を元気にしよ

うと設立した「落合シニア

ミュージカルそらさくら」

の初練習が、落合ショッピ

ングセンターサンプラザで

行われました。ストレッチ

や発声、歩き方の練習など

基礎から学びました。

�/�

　　 ゴール目指してキック＆ダッシュ

第��回冬季真庭サッカー大

会少年の部が、宮芝グラウ

ンドなどを会場に行われま

した。高学年の部には真庭

市と新庄村の��チームが参

加。子どもたちはゴールを

目指し、ボールを懸命に追

いかけていました。

�/��

　　 災害発生時の障がい者の支援は

災害が発生した際、障がい

者の支援などについて学ぶ

「災害が今起こったらあな

たはどうしますか？」が久

世エスパスセンターで開催

されました。参加者は、グ

ループに分かれ支援の方法

などを話し合いました。

�/��

青
空
の
も
と
走
り
初
め

久
世
新
春
ロ
ー
ド
レ
ー
ス

　

�
月　

日
、
エ
ス
パ
ス
土
広
場
で
久
世

��

軽
ト
ラ
朝
市
の
初
市
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

会
場
に
は
新
鮮
な
魚
や
野
菜
、
生
花
な
ど

が
並
び
、
そ
れ
を
買
い
求
め
る
客
で
に
ぎ

わ
い
ま
し
た
。
会
場
で
は
、
豚
汁
が
無
料

で
提
供
さ
れ
、
買
い
物
客
は
冷
え
た
体
を

温
め
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
新
年
恒
例
の

餅
投
げ
も
行
わ
れ
、
多
く
の
買
い
物
客
ら

が
参
加
し
ま
し
た
。
出
展
者
か
ら
の
景
品

引
換
券
入
り
の
お
餅
も
用
意
さ
れ
、
買
い

物
客
ら
は
、
わ
れ
先
に
と
競
い
合
う
よ
う

に
お
餅
に
手
を
伸
ば
し
て
い
ま
し
た
。

餅
投
げ
で
今
年
も
盛
況

久
世
軽
ト
ラ
朝
市

餅投げに参加する買い物客
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広
報
真
庭   
●
月
号

　��

が�

編
集
後
記�

　

今
月
号
に
も
載
っ
て
い
る
よ
う
に
、

ロ
ー
ド
レ
ー
ス
や
サ
ッ
カ
ー
…
冬
も
意

外
に
ス
ポ
ー
ツ
の
季
節
で
す
。
体
重
と

胴
回
り
を
常
に
気
に
し
て
い
る
私
は
、

そ
ん
な
取
材
先
で
参
加
者
を
見
る
に
つ

け「
み
ん
な
シ
ュ
ッ
と
し
て
て
イ
イ
な
」

と
心
の
中
で
つ
ぶ
や
き
ま
す
。
そ
ん
な

私
で
す
が
、
年
明
け
に
高
熱
を
出
し
、

は
か
ら
ず
も
�
㌔ 
の
減
量
に
成
功
。
ダ

イ
エ
ッ
ト
と
し
て
は
邪
道
で
す
が
、
こ

れ
絶
対
キ
ー
プ
で
す
。 

江
崎

　

成
人
式
に
お
邪
魔
し
ま
し
た
。
色
と

り
ど
り
の
振
袖
や
ス
ー
ツ
に
身
を
包
ん

だ
新
成
人
を
見
る
と
、
若
い
な
ぁ
と
し

み
じ
み
思
い
ま
し
た
。
思
い
返
せ
ば
自

分
が
成
人
式
を
迎
え
た
の
は
、
か
れ
こ

れ　

数
年
前
。
気
持
ち
は
若
い
つ
も
り

��
で
も
、
気
が
付
け
ば
年
だ
け
は
と
っ
て

い
ま
す
。
新
成
人
に「
お
っ
ち
ゃ
ん
」と

呼
ば
れ
た
時
に
は
、
な
ん
だ
か
複
雑
な

気
持
ち
に
な
り
ま
し
た
。
ま
ぁ
、
し
ょ

う
が
な
い
か
…
。 

横
山

　

昨
年
は
何
を
編
集
後
記
に
書
い
た
か

確
認
し
て
み
た
と
こ
ろ
木
質
バ
イ
オ
マ

ス
発
電
事
業
の
こ
と
で
し
た
。
あ
れ
か

ら
�
年
が
経
過
し
、
稼
働
に
向
け
て
準

備
も
着
々
と
進
ん
で
い
ま
す
。
真
庭
バ

イ
オ
マ
ス
集
積
基
地
で
は
、
木
の
幹
部

分
や
枝
葉
に
つ
い
て
持
ち
込
ま
れ
た
も

の
を
購
入
し
て
い
ま
す
。
興
味
の
あ
る

方
は
制
度
の
詳
細
に
つ
い
て
事
前
に
確

認
い
た
だ
き
、
持
ち
込
ん
で
み
て
は
い

か
が
で
し
ょ
う
か
。 

小
山

　�月��日�には前夜祭を行います。優し

く照らされる雛人形と町並みは、昼とはひ

と味違った趣きを醸し出します。

　江戸時代の城下町の風情を残す勝山町並み保存

地区。その���軒あまりの民家や商家の軒先に、由

緒あるお雛さまや趣向を凝らした創作雛などが飾

られます。華やかに彩られ、春の陽気ににぎわう

お雛まつりに、ぜひお越しください。

�問   勝山観光協会　℡�-��-����

��������	
�

�/����
��/ ��
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�������
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